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議員　当事者の切実な声を届け要望してきた帯状疱疹
ワクチン接種費用の助成について伺う。

市長　多くの要望、社会的ニーズの高まりなどを鑑
みて、本市においても帯状疱疹ワクチン接種費
用の助成を実施することとした。助成額につい
ては、生ワクチンは 4,000 円、２回接種を行
う不活化ワクチンは１回につき１万円、２回で
２万円とした。

議員　埼玉版スーパー・シティプロジェクトのモデル
事業について伺う。

市長　「多様な主体の交流機能」及び「助け合い機能」
を付加した「新たな子ども支援活動拠点」を市
福祉保健センター内に整備する。

議員　2050 年ゼロカーボンシティの表明と温室効果
ガス排出量の削減の取り組みについて伺う。

市長　環境基本計画改定に併せ表明を予定。温室効果
ガス排出量削減へ３つの補助制度を創設。美里
町との連携で地球温暖化対策の推進などを予定。

義
※

務教育学校として整備するなどが考えられる。
直近予定されている美笹中学校の建て替えにつ
いては。

市長　市民開放について、防犯や学校運営の観点を踏
まえ検討していく。

議員　元気なうちからプ
※

ッシュ型で社会参加を促して
いくことはできないか。シニアの要望に合った
仕事を開拓し、就労をアシスト願いたい。

市長　さまざまなメニューを見える化＆広く周知し、
シニアの背中を押したい。ハローワークとの連
携や、シニア人材を募集する企業とのマッチン
グを行う説明会を開く。

議員　既存事業の効果を精査し、少子化・高齢化や災
害・戦禍への備えなどに予算を投入すべきだ。

市長　変化に対応し社会課題や市民ニーズに応える。
既存事業を見直し、効果的な予算編成を行う。

議員　産前産後の心身が不安定な時期、孤立の中で育
児する母親が多い。面倒な手続きのない産後ケ
アを。

市長　全産婦を対象に宿泊型及び通所型の産後ケアを
実施する。ニーズに合ったサービスを自由に選
択できる制度を作る。

議員　建て替えは 60 年に 1 度のチャンス。今後の
地域ニーズや教育内容を勘案し、施設分離型の
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議員  スポーツセンターの建て替えは現在の利用者が
利用しながら工事を進める事が必要。スポーツ
センター周辺の区画整理地やＪＲの環境空間を
活用しながら建て替えを進めてはどうか。また、
建て替えの基本構想の策定を今後どのように進
めていくのか。

市長  今後２年間で、基本構想の策定を進め、基本構
想策定に当たっては、工事期間における施設利
用の影響を可能な限り抑える事が出来る手法を
検討する。また、スポーツセンター付近の環境
空間の活用も含めて検討する。

議員  新曽第一土地区画整理事業特別会計予算を約
13 億８千万円増額したが、事業が完了するま

議員　高校３年生相当までの支援拡大の目的は。
市長　子育て世帯の経済的負担の軽減及び子供の健康

の向上を図るため、令和 6 年 7 月から通院費
の対象を高校３年生相当の子供まで拡大するこ
ととした。

” ズルズル現象 ” 断ち切る

2 年間で基本構想の策定を
進める

経済的負担軽減、健康向上
を図るため

シニアの多様な仕事先を開拓し、シニアの就労を拡大することが大事

建て替えの基本構想の策定が進められます

惰
だせい

性による支出を止め、
方向転換を

産後サポートをしっかりと！

学校の建て替えは長期的な視点で

健康長寿はシニアの社会参加から

新曽土地区画整理事業について

スーパー・シティプロジェクトのモデル事業について

ゼロカーボンシティに係る取り組みについて

帯状疱疹ワクチン接種費用の助成について
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録画配信
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※義務教育学校…小中合計９年間の課程を一体化した学校。教育内容の充実などのメリットがある
※プッシュ型…対象者へ積極的に働きかけるやり方のこと

各派代表者が市長に聞く！

総　括　質　問　
総括質問とは、新年度の施政方針に対する質

問で、２人以上で構成する会派による代表制質
問のことです。

今定例会では、３月 5 日の本会議において、
５人の議員が会派を代表して総括質問を行い、
市長の施政方針に対して考えをただしました。

ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要で、
質問者本人が執筆しています。

なお、各ページに掲載しているＱＲコードか
ら、各議員の総括質問の録画配信映像をご覧い
ただけます。

で必要十分な予算を確保する努力をすべきであ
る。雨水対策の調整池整備も含めて今後どのよ
うに進めていくのか、また、予算確保の考え方
について伺う。

市長  地方債を利用する事による事業費の平準化、補
助金及び交付金の項目見直し・追加による国費
獲得に力を入れる。新たに ｢都市再生区画整理
事業｣ を加えることが可能となり総事業費に占
める国費が大幅に増額する見通しとなった。ま
た、現在、雨水排水計画の見直しを進めており
既存水路や暫定雨水管活用による雨水対策、調
整池見直しなどによる効果的な取り組みについ
て検討を行っている。


